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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

東
海
道「
箱
根
八
里
」

第
29
回

は
じ
め
に

　

三
島
市
は
、
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公

園
の
玄
関
口
に
位
置
し
、
箱
根
西
坂

（
箱
根
山
の
西
側
地
域
）の
豊
か
な
緑
と

世
界
文
化
遺
産「
富
士
山
」か
ら
の
湧
水

を
有
す
る
伊
豆
地
域
の
中
心
都
市
と
し

て
成
長
を
続
け
て
い
る
。

　

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
奈

良
時
代
に
は
伊
豆
国
の
国
府
が
置
か

れ
、
こ
の
地
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、

交
通
の
中
心
地
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
に

は
、
源
頼
朝
の
崇
敬
の
篤あ
つ

か
っ
た
伊
豆

国
一
宮
で
あ
る「
三
島
明
神
」の
門
前
町

と
し
て
栄
え
た
。
近
世
に
は
街
道
に
よ

り
人
・
物
・
文
化
が
往
来
し
、
東
海
道

一
の
難
所
、
箱
根
峠
を
控
え
た
東
海
道

五
十
三
次
の
十
一
番
目
の
宿
場
町
と
し

て
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。

　

現
在
は
、
東
京
か
ら
三
島
ま
で
は
新

幹
線
ひ
か
り
号
で
約
40
分
と
い
う
至
近

に
位
置
し
、
国
道
1
号
線
と
伊
豆
縦
貫

道
が
合
流
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、

こ
の
地
の
利
を
生
か
し
た
若
者
の
定
住

促
進
、
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
水
と
緑
に
花
を
加
え
た
豊
か
な

自
然
環
境
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
や
観

光
振
興
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

東
海
道「
箱
根
八
里
」が
つ
な
ぐ 

三
島
の
今
昔

　

多
く
の
人
が
行
き
交
い
、
交
流
す

る
街
道
。
東
海
道
の
三
島
か
ら
小
田

原
ま
で
の
八
里（
約
32
㎞
）は「
箱
根
八

里
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
天
下
の
険
」

と
歌
に
唄
わ
れ
た
箱
根
山
を
東
西
に
越

え
る
一
筋
の
道
、
東
海
道
「
箱
根
八

里
」。
そ
の
う
ち
の
三
島
側
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。

　

江
戸
時
代
の
大
幹
線
で
あ
っ
た
「
箱

根
八
里
」
に
は
、
繁
華
な
往
来
を
支
え

る
た
め
に
当
時
の
日
本
で
随
一
の
壮
大

な
石
畳
が
敷
か
れ
た
。
江
戸
時
代
に
整

備
さ
れ
た
五
街
道
の
中
で
も
屈
指
の
通

行
量
の
東
海
道
は
、
参
勤
交
代
の
西
国

大
名
や
江
戸
参
府
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館

長
、
朝
鮮
通
信
使
や
長
崎
奉
行
な
ど
、

著
名
な
歴
史
上
の
人
物
が
数
多
く
往
来

し
た
こ
と
か
ら
、
道
中
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
旅
人
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
る
。

「
箱
根
八
里
」の
魅
力
は
、
は
る
か
江
戸

の
昔
の
街
道
の
有
り
様
が
残
っ
て
い
る

こ
と
と
、
同
じ
道
中
に
あ
り
な
が
ら
も

深
山
幽
谷
の
小
田
原
・
箱
根
側
と
富
士

を
望
む
眺
望
が
広
が
る
三
島
側
と
で
大

き
く
風
景
が
変
わ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た

観
光
産
業
都
市
・
三
島
」を
目
指
し
て

三み
し
ま島

市
長（
静
岡
県
）　

豊と
よ
お
か岡
武た

け

し士

冬の三島の風物詩“大根干し”と富士山

富士を望む日本最長（400m）の人道吊橋「三島スカイウォーク」
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「
三
島
明
神
」
の
門
前
町
、
さ
ら
に
東

海
道
や
下
田
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
成

立
し
た
三
島
宿
。
間
口
が
狭
く
奥
行
き

の
あ
る
宿
場
町
な
ら
で
は
の
構
造
を
残

す
街
並
み
を
東
へ
進
み
大
場
川
を
渡
る

と
、
緩
や
か
な
傾
斜
の
坂
道
と
な
り
、

街
道
の
両
側
に
約
１
㎞
に
わ
た
っ
て
松

並
木
が
続
く
。
江
戸
時
代
以
降
、
守
り

続
け
ら
れ
た
３
６
０
本
余
り
の
箱
根
西

坂
の
松
並
木
と
錦
田
一
里
塚
が
往
時
を

偲し
の

ば
せ
る
。

　

さ
ら
に
歩
み
を
進
め
る
と
東
海
道
と

と
も
に
開
か
れ
た
５
つ
の
新
田
集
落
に

至
る
。
新
田
集
落
は
街
道
沿
い
の
茶
屋

集
落
と
し
て
栄
え
、
副
業
の
畑
作
の
収

穫
物
で
旅
人
に
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ

た
。
雪
化
粧
し
た
富
士
山
を
バ
ッ
ク
に
、

大
根
を
干
す
情
景
は
こ
の
地
の
初
冬
の

風
物
詩
で
あ
る
。

　

こ
の
あ
た
り
で
は
富
士
山
の
す
そ
野

ま
で
の
眺
望
が
開
け
、
な
か
で
も
富
士

見
平
は
富
士
山
の
眺
望
地
点
と
し
て
知

ら
れ
、
江
戸
時
代
に
多
く
の
絵
が
描
か

れ
今
も
同
じ
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
師
も
気
づ
か

な
か
っ
た
と
い
う「
左
富
士
」は
、
東
海

道
の
希
少
な
景
観
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

現
在
で
は
、
日
本
一
の
大
吊
橋
「
三
島

ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
」
の
威
容
を
望
む
。

さ
ら
に
進
む
と
、
巨
大
な
ワ
ッ
フ
ル
状

の
独
特
の
堀
を
持
つ
山
中
城
跡
が
見

え
、
や
が
て
標
高
８
４
５
ｍ
の
箱
根
峠

に
至
る
。
平
成
28
年
に
は
、「
箱
根
八

里
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
小
田

原
市
、
箱
根
町
と
箱
根
八
里
街
道
観
光

推
進
協
議
会
を
発
足
。
文
化
庁
「
日
本

遺
産
」
に
登
録
申
請
し
、
こ
の
５
月
に

認
定
さ
れ
た
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た 

ま
ち
づ
く
り

　

本
市
で
は
、
先
人
た
ち
が
守
り
育
て

て
き
た
水
と
緑
、
歴
史

や
文
化
な
ど
の
貴
重
な

財
産
に
、「
花
」と
い
う

癒
や
し
の
彩
を
添
え
る

こ
と
で
、
魅
力
を
高

め
、
誰
も
が
「
三
島
に

住
み
た
い
、
訪
れ
た

い
」
と
感
じ
て
も
ら
え

る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る

「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
み
し
ま
」と
、
将
来

に
わ
た
り
、
人
も
ま
ち
も
産
業
も
健
康

で
幸
せ
を
目
指
す「
健
幸
」の
視
点
を
取

り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
「
ス

マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
み
し
ま
」
の
取
り

組
み
を
展
開
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
箱
根
八
里
」
を
含
む
固
有
の
歴
史
的

風
致
を
守
り
育
て
、
次
世
代
に
継
承

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
三
島
市
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
を
策
定

し
、
歴
史
的
建
造
物
の
維
持
保
全
、

伝
統
を
反
映
し
た
人
々
の
生
活
、
暮

ら
し
、
街
並
み
・
景
観
形
成
な
ど
の

事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
魅
力
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
今
後
は
日
本
遺
産

「
箱
根
八
里
」
を
生
か
し
た
広
域
観
光

振
興
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
な
ど
に

よ
り
更
な
る
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
た
い
。

防衛のほか用水池としても使用された「山中城跡
の障子掘」

　
「
箱
根
八
里
」
と
呼
ば
れ

る
箱
根
旧
街
道
は
、
江
戸

時
代
初
め
に
徳
川
幕
府
が

整
備
し
た
東
海
道
の
一
部
。

小
田
原
宿
か
ら
箱
根
宿
を

通
り
、
箱
根
峠
を
登
っ
て

三
島
宿
ま
で
下
る
八
里
（
約

32
㎞
）
の
坂
道
で
、
東
海
道

第
一
の
難
所
で
あ
っ
た
。

小
田
原
か
ら
箱
根
関
所
ま

で
を
東
坂
、
箱
根
関
所
か

ら
三
島
宿
ま
で
を
西
坂
と

呼
ん
だ
。

　

箱
根
山
は
、
小
田
原
の

酒
匂
川
と
並
び
、
江
戸
防

衛
の
要
地
と
さ
れ
て
い
た
。

一
口
メ
モ

東海道「箱根八里」

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

小田原市

箱根町

真鶴町湯河原町

熱海市

三島市

裾野市

函南町
清水町

長泉町

日
本
遺
産「
東
海
道
・
箱
根
八
里
」


